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下記の質問について、該当する項目の番号に　○　を付けてください。

Ｑ１：助成金を受けた事業の企業化状況（ビジネス化）はいかがですか？（１つのみご回答ください）。

　　　１．計画どおりに順調に事業を継続している。

　　　２．事業の方向を変えて順調に継続している。
　　　　　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　３．事業は下降ぎみである。⇒Ｑ２へ

　　　４．事業を中止した。⇒Ｑ２へ

　　　５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ２：Ｑ１で「３．」又は「４．」と答えた方についてお尋ねします（複数ご回答ください）。

　　　事業が下降ぎみまたは中止した理由は何ですか？

　　　１．資金不足

　　　２．人材不足

　　　３．販売力不足

　　　４．設備能力不足

　　　５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ３：助成事業概要で挙げた製品・サービスを販売することはできましたか？（１つのみご回答ください）。
　　　１．販売（提供）した。　⇒　Ｑ４へ
　　　２．販売（提供）していない。　⇒　Ｑ５へ
Ｑ４：Ｑ３で「１．」と答えた方についてお尋ねします。
　　　販売状況はいかがですか？（１つのみご回答ください）
　　　１．販売は増加傾向にある。

　　　２．販売は横ばいである。

　　　３．販売は下降ぎみである。

　　　４．販売を中止した。　⇒　Ｑ５へ
Ｑ５：Ｑ３で「２．」又はＱ４で「４．」と答えた方についてお尋ねします

　　　販売にいたらなかったまたは販売を中止した原因は何ですか？（複数ご回答ください）。
　　　１．他社と競合し、価格が他社の製品・サービスと比べて高くなったため。

　　　２．他社と競合し、品質等が他社の製品・サービスと比べ劣るため。

　　　３．市場性が低かったため。

　　　４．資金の調達ができなかったため。

　　　５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ６：助成後の貴社への効果はいかがですか？（複数ご回答ください）
　　　１．売上が増加した。

　　　２．収益が増加した。

　　　３．従業員が増加した。
　　　４．開発体制が向上した。
　　　５．信用力が向上した。

　　　６．知的所有権が増加した。

　　　７．自社ブランドを確立した。

　　　８．新分野・新事業に進出した。

　　　９．積極的に研究開発を行うようになった。

　　　10．経営戦略が変化した。

　　　11．他の行政支援策を利用するようになった。

Ｑ７：今後も公社が実施する他の助成金の利用を希望しますか？（１つのみご回答ください）
　　　１．希望する
　　　２．希望しない
　　　３．未定

Ｑ８：Ｑ７で「２．」と答えた方についてお尋ねします。

　　　希望されない理由をお答えください？（１つのみご回答ください）
　　　１．予定がないため。

　　　２．助成金交付までの資金繰りが手当てできないため。

　　　３．申請から決定までの時間が長いため。

　　　４．申請から確定までの一連の書類整備など事務が煩雑であるため。

　　　５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ９：本助成事業についてご意見をお聞かせください。

　　　　
　　　

ご協力ありがとうございました。
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